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AI 時代の教育はどうあるべき？  

人間中心で公平な教育システム構築に向けた国際共同研究ロードマップ

を発表 

 

（ポイント） 

• 18 か国 70 名の専門家によるデルファイ※ 1 調査を実施し、AI 活用教育

における 5 つの優先課題（AI リテラシー、自動評価とフィードバック、

教員の役割の進化、信頼性と説明可能性、公平なアクセス）を特定し

た。  

• AI 導入を単なる技術的導入にとどめず、学習者・教育者・政策立案者・

インフラ・倫理を取り巻く総合的な「教育エコシステム※ 2」として統合・

協働する必要性を提唱した。  

• AI を教員の代替ではなく、教員を支え学習者を支援するツールとして

位置づけ、人間中心で持続可能な教育のあり方を提示。今後は実践的な

検証と社会実装を目指す。  

 

（概要説明）  

熊本大学半導体・デジタル研究教育機構（REISI）の Rwitajit MAJUMDAR（リ

トジット・マジュンダール）准教授が率いる国際研究チームは、教育現場に

おける AI（人工知能）の責任ある統合に向けた包括的なロードマップを発表

しました。近年、AI が教育現場に急速に広がる一方、教育格差の拡大や倫理

面の懸念が高まっており、公平で責任ある AI 活用の道筋を示すことが求め

られています。本研究は日本、ドイツ、アイルランド、オーストラリア、オ

ランダ、フィンランドの研究者による国際共同研究として実施され、学術界、

教育現場、産業界、行政の専門家 70 名が調査に参加しました。その結果、AI

時代の教育システムを推進するための最重要課題と、政策・研究・実践が一

体となって取り組むべき具体的戦略を明らかにしました。今後、本研究成果

が、各国の教育政策や教育現場での AI 活用の指針として役立つことが期待

されます。本研究成果は、国際的な学術誌『Computers & Education Open』

(2026 年 7 月 20 日付)に掲載されました。また、本研究は、JSPS 科研費 国際

共同研究加速基金（海外連携研究）24KK0051 の支援を受けて実施されたもの

です。 

 

[背景] 

近年、AI 技術や AI エージェントが教育現場に急速に普及する一方で、教



育格差の拡大や倫理的課題に対する懸念が高まっています。AI のメリットを

すべての学習者と教育者に公平に行き渡らせるためには、単に IT ツールを

導入するだけでなく、社会・倫理・政策面を考慮した包括的な枠組みが不可

欠です。  

 

[研究の内容] 

研究チームは 18 か国 70 名の専門家を対象にデルファイ調査（反復型アン

ケート調査）を実施し、AI 支援型教育における将来の課題と戦略を分析しま

した。その結果、以下の 5 つの優先課題（重要度の高い順）が特定されまし

た。  

1. AI 活用能力（コンピテンシー）の育成 : 単なるツールの使用方法だけ

でなく、AI の出力に対する批判的思考、限界、倫理的影響の理解。   

2. 自動化された形成的評価（学習の途中で理解度を確認する評価）とフィ

ードバック: 即時的かつ個別に最適化された学習支援。   

3. 教員の役割の進化: AI に取って代わられるのではなく、AI を活用しな

がら学習全体を調和・統合する役割へのシフト。   

4. 説明可能性と信頼性 : AI システムの透明性、信頼性、公正性の確保。   

5. アクセシビリティと公平なアクセス: 社会経済的、地理的、言語的な

背景に関わらず全学習者が恩恵を受けられる環境整備。   

 

 

図１ 多様なステークホルダーが関与する教育エコシステムにおいて、 AI 統合の課

題を軽減・解決するための戦略と具体的なアクションの概要  



 

図２ アイルランドの DCU 教育研究所（DCU Institute of Education）で開催された

「EDUsummIT 2025」において、AI 統合の戦略とアクションプランの策定に取り組ん

だ、研究・政策・実践の各分野における国際的な専門家たち（ワーキンググループ

8）。各ワーキンググループの成果の詳細は、 EDUsummIT 2025 ハンドブック

（https://edusummit.info/edusummit-2025-ebook/）をご覧ください。  

 

[成果] 

本研究は、AI の導入を「技術的問題」ではなく「総合的な教育エコシステ

ムの変革」として捉える必要性を明確にしました。教育エコシステムを構成

する政策立案者、研究者、教育実践者が緊密に連携し、人間中心の教育観、

倫理的ガバナンス、教育的イノベーションを軸に AI を活用するための具体

的方針（図１）を提示しました。  

 

[展開] 

今後は、本研究で示された 6 つの戦略的ドメイン（社会の理解と協働、マ

ルチモーダルデータと責任ある利用、インクルージョンと公平性、ビジョン

の共有と役割の変化、許容可能で透明性の高い AI 利用、生涯学習と能力構

築）に基づき、各ステークホルダーが連携した実践的フレームワークの検証

と社会実装を進めていきます。  

 

[用語解説] 

※ 1 デルファイ調査（Delphi study）: 多数の専門家に意見調査を複数回

繰り返し行うことで、専門家間の合意や予測を形成する質的・量的調査手法。  

 

※ 2 教育エコシステム: 学習者、教員、教育機関、データ、インフラ、政

策、地域社会など、教育を取り巻く多様な要素が相互に影響し合う総合的な

システム概念。  

https://edusummit.info/edusummit-2025-ebook/
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